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【コーヒーオリゴ糖摂取時の体脂肪低減効果】（図 1） 
BMI 25kg／m2 以上の成人 48 名に、コーヒーオリゴ糖飲料（コーヒーオリゴ糖 3.0g/日含有） 

又は対照飲料（通常液体コーヒー）をそれぞれ 1 日 300ml ずつ 12 週間摂取させた後、CT 撮影 

による各脂肪面積を測定しました。その結果、摂取開始前から 12 週間後の腹部全脂肪面積、腹 

部皮下脂肪面積および腹部内臓脂肪面積の変化の割合量について、 コーヒーオリゴ糖飲料摂取群 

は、対照飲料摂取群と比べて有意に減少しました（図 1）。 

値は平均値で示した. *, **: 対照飲料摂取群と比べて有意差あり(p<0.05, p<0.01). 

図 1 コーヒーオリゴ糖飲料摂取後における各脂肪面積の変化割合 （参考文献 1） 

【①小腸での脂肪吸収の抑制・低減機能について】 

高脂肪食とともにコーヒーオリゴ糖を摂取すると、 血液中の中性脂肪の上昇抑制が確認されま 

した。また、コーヒーオリゴ糖を摂取することにより、体外に排泄される脂肪量が増加すること 

を確認しました。これらの実験結果より、 コーヒーオリゴ糖の摂取が脂肪の吸収を低減している 

ことが分かりました。その作用機序として､小腸における脂肪酸吸収の物理的な阻害、腸内滞留 

時間の短縮による脂肪吸収の阻害などが考えられております。 

健康成人男性 8 名に、高脂 

肪食（含有脂肪量 40g）お 

よびコーヒーオリゴ糖又は 

対照（コーンシロップソリ 

ッド） をそれぞれ 3.0g 摂取 

させた後、血液中の中性脂 

肪を経時的に測定しました。 

その結果、コーヒーオリゴ 

糖摂取群では、対照摂取群 

と比べて摂取後 120 分から 
300 分まで低下傾向を示し、 

摂取後 180 分で有意に低下 

しました（図２）。 

値は平均値±SEで示した.*: 対照摂取群と比べて有意差あり(p<0.05). 

図 2 中性脂肪の上昇抑制 （参考文献 2） 
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健康成人である男女 20 名に、コーヒーオリ 

ゴ糖飲料（コーヒーオリゴ糖 3.0g/日含有） 

又は対照飲料（通常液体コーヒー）をそれぞ 

れ 1 日 300ml ずつ７日間摂取させ、排泄さ 

れた脂質量について測定しました。その結果、 

コーヒーオリゴ糖飲料の摂取後は、対照飲料 

摂取群より、1 日平均排泄脂質量が有意に増 

加しました。（図３）。 

対照飲料：通常液体コーヒー, コーヒーオリゴ糖飲料：コーヒーオリゴ糖 3g 含有 

値は平均値±SE で示した. 
*：摂取前と比べて有意差あり(p<0.05), †††：対照飲料摂取群と比べて有意差あり(p<0.001). 
図 3 排泄脂肪の増加（1 日の平均排泄脂肪量） （参考文献 3） 

【②肝臓での脂肪の生合成を抑制する機能について】 

肥満ラットにコーヒーオリゴ糖を配合した飼料を投与した結果、肝臓中に含まれる脂肪量が 

減少することが確認されました。これは、 大腸内の腸内細菌によって産生された発酵産物が吸収 

され、肝臓まで到達することにより、脂肪の生合成を抑制しているのではないかと推察していま 

す｡ 

肝臓中中性脂肪濃度 肝臓中総コレステロール濃度 

値は平均値±SE で示した. *：対照飼料摂取群と比べて有意差あり(p<0.05) 

図 4 肝臓脂質の低減 

（肝臓中の中性脂肪および総コレステロールの濃度） （参考文献 4） 
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（ZUC）－fa/fa 系ラット（肥満ラット）に 5%コーヒーオリゴ糖含有飼料又は対照飼料（通 

常飼料）を 8 週間投与した後、肝臓中の中性脂肪および総コレステロールについて測定しまし 

た。その結果、コーヒーオリゴ糖飼料の投与が、通常飼料投与群よりも肝臓中中性脂肪および総 

コレステロールの濃度ともに有意に少なくなりました（図４） 
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